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このレポ トーは， 1983年3月20日～4月8日の20日間，報告者3名が「北海道女子短大海外
研修規程」に基づく旅費支給を受けておこなった「中央ヨーロッパ3国の教育・体育施設視察」
めじl主
自由ヴァルドルフ学校関係の視ここでは，の研修成果を報告するものである。紙面の関係で，
察結果のみの報告にとどめることを前もってことわっておく。
「自由ヴァルドルフ学校（FreieWaldorfschule）」一一「ルドルフ・シ ュタイナー学校
( Rudolf Steiner Schule）」 と呼ぶところも少なくないーーは，西ドイツを中心に設立され，
ヨーロッパやアメリカで急速にその数を増やしている初等・中等教育（日本の小・ 中学最近，
この学校の教育実践校及び高校の全課程に相当する）を一貫しておこなう私立の学校である。
その特徴的な教育方法・内容は，今は人間性回復の実践運動の一環ともいえるものであるが，
日，世界的に注目されるところとなっているといっても過言ではない。
この特色ある教育の実践を実際の場において垣間見るべく視察旅行を企画し，
の創始者であり，今日なお精神的主柱であるルド
の縁の地の関係施設を訪ねることにした。訪問地には，
われわれは，
シュタイナー教育（又はヴァルドルフ教育）
( Rudolf Steiner) ルフ・シュタイナー
人智学運動の中心であるドルナッハ（スイス，パ彼が大学に学んだウィ ーン（オ スー トリ ア），
ーゼル近郊），彼が精力的な講演活動をおこなったミュンへン （西ドイツ），最初の自由ヴァル
などを選んだ。実際に視察をおこなうこ（西ドイツ）ドルフ学校が誕生したシュツットガルト
????????
とができた所は，次の通りである。
Rudolf-Steiner-Schule Wien・・ ・ウィーン
Goetheanum ( Freie Hochschule fur Geisteswissenschaft）……ドルナッハ
Rudolf-Steiner-Schule Birseck (Kindengarten am Ort）……ドルナッハ
Rudolf-Steiner-Schule Basel・・・・・・／＼ーゼル
Rudolf-Steiner-Schule MUnchen ・・・・・ミ ュンへン
Fridel-Eder-Schule ・ ..・ミ ュンヘン
Seminar Fur Waldorfpadagogik, Stuttgart・・・・・シュツッ トガルト
われわれの訪問は復活祭（Ostern）の休みにかかる時期であったが，関係者の好意あふれる
見聞した概要を（帰国後文献で確はからいで，十分な成果を得て帰ることができた。以下に，
認した点も含めて）紹介する形で述べる。
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Il 自由ヴ‘ァルドルフ学校の創立と歴史
自由ヴァルドルフ学校（以下，ヴァルドルフ
学校という）は，1919年9月，シュツッ トガル
ト市に創立されたO それは，シュタイナ がー，
岡市にあったヴァルドルフ・アス トリ ア煙草工
場の社長エーミル ・モルト （Emil Molt ）の依
嘱を受けて，同工場の労働者及びその子弟のた
めに設けたものであった。しかし，創立当初か
ら一般の子弟も入学させており， 最初からシュ
タイナーの唱えた人智学的教育学 （Anthropo-
＊ 
sophische P adagogik）の実践の場であったと
いえる。
この学校は，シュタイナーの主張にふさわし
く，あらゆる社会階層の子どもたちを一つのク
ラスで教育するという，階級意識の強い当時の
ヨーロッパ社会で、は他に類をみない形態で始め
られた。開校にあたって彼は，これから創り出
される文化が人類の真の発展に寄与できるため
には，新しい世代が一切め偏見から自己を解放
することができなければならず， 学校はこのよ
うな自由な人聞を育てる場所でなければなら な
＊＊ 
い，と主張した。学校に「自由 （Freiheit）」
の文字を冠しているのは，自由な人聞を育てて
いこうとする決意の表明であり，そういう教育
をおこなう 「自由Jを社会に対して宣言すると
いう意味をもっていた。
シュタイナーは，彼独自な人間認識に基づき，
子どもの発達段階を，誕生～7歳，7歳～14歳，
14歳以降の3段階に分け，それぞれの発達特性
写真1 最初の自由ヴァルドルフ学校
（レストラ ンを改造したもの）
写真2 写真lの現存する部分
＊ 教育理念 ・方法が人智学を根底にしているということである。学校は人智学に共鳴する教師ら
によって運営されているのであるが， 学校で生徒に人智学を教えることはない。シュタイナー自身，
これを未完成の子に教えではならないといっている。
＊＊ ヴァル ドルフ学校で「自由への教育（Erziehung zur Freiheit) Jということがしばしば強調さ
れるが，それは「生徒たちに自由放任でのぞむ」という意味ではなく， 「生徒たちが大人になってか
ら，精神が何にとらわれること もなく自由に活動して，自己を実現できる人間になるように」という
意H未においてである。つま り， 「自我を育てる」ことである。
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これらの発達特性に即し，
それらが十分発達を遂げるような
シュタイ（ ） 十一教育
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このような哲学的基礎に
シュタイ ナーは，初等教育
される。
立ち，
と中等教育の分断を排して12年間
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の一貫教育の提供を主張し，早教
12 育の導入による人間の促進化と能
13 一人一カ別による選別に反対し，
14 人の子どもの発達と個性に即した
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シュタイナー教育
は，特色ある教育実践を積み重ね
る中で多くの理解と支持を得て，
を背景と して，
アピトゥーア（高等学校卒業試験）
19 
シュタイナー自身は最初の学校を
大学・専門学校・職業学校などの記載は省略した。（；主）建てて6年後に他界してしまった
しかしながら， 1938年，
ナチスの弾圧にあって，当時7校を数えたドイツのヴァルドルフ学校は閉鎖に追いやられた。
そして，第二次世界大戦の終結とともに，各地のヴァルドルフ学校は再開され，
地域に新設されながら今日に至っている。 1981年現在の数は，西ドイ ツに70校（生徒数3万人。
さらに多くの
が，彼の考えに共鳴する人たちの手で着実にその輪を広げていった。
ヨーロッわれわれに対する説明では， 1983年春の時点で85校），他のヨーロ ッパ諸国に135校，
自パ以外の固に52校となっている。ただし，アジアにはl校も存在していない。このほかに，
数多くの幼稚園や医療教育施設が加盟している。由ヴァルドルフ学校連盟には，
「自由ヴァルドルフ」あるいは 「シュタイナ－Jの名を冠する私立の学校 ・幼このように，
稚園は，最近，西ドイツを中心に驚く べき勢いで増加している。最初の学校が創立されたのは
60数年も前のことであるが，教育現場では， シュタイナーの人間認識から導き出された特色あ
と「子どもの成長を援助する」る授業形態を現在も踏襲し，教師は努力と創意 ・工夫を重ね，
いう課題に取り組んで、いる。
シュタイナーの略歴と教育活動
?
( Rudolf Steiner, 1861. 2. 27～1925. 3. 30）は，教育関係の辞典でルドルフ・ シュタイナー
一般の人名辞典・百科事典では哲学者あるいは社会思想家となって
このよう に多方面にわたっおり，建築家 ・造形芸術家 ・神秘学者などと呼ばれることも多い。
は教育者とされているが，
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て活躍した人であり，教育者だけと規定してしまうことはできない。
彼は， 1861年，オーストリアとハンガリーの国境近くの小村（現ユーゴスラピア領）に， ド
イツ人の鉄道技師を父として生まれた。ウィ ーンの実科学校を経て，同地の工科大学に学んだ。
在学中すでにゲーテ （J. W. Goethe ）に興味を抱き， ゲーテ ・シラ一文庫や文学雑誌の編集に
たずさわり，ゲーテの自然科学関係の論文の解題などに主と して当たっていた。 29歳の時ワイ
マール博物館に赴き，そこに7年いたが，その間へッケル （E. H. Haeckel)やニーチェ （F.
W. Nietzsche j と親交をもち，彼らの思想、に深く傾倒した。 36歳の時ベルリ ンに移って『文学
雑誌Jを刊行し，同時にリープクネヒト（W.Liebkn巴cht）が設立した労働者学校の教師とし
て活躍した。 41歳の時，国際神智学協会の会員となったが，やがて著しいイン ド的な神智学協
＊ 
会に不満を感じ，自ら［人智学 （Anthroposophie) Jを主張して， 1913年 （52歳時）人智学協
会を設立した。
シュタイナーが自分の研究の道に「人智学jの呼び名を与えたのは1902年であるが，自分の
アン トロポス
研究が人聞の本当のあり方を認識することを目指しているので，ギリシア語のAnthropos（人
ソフィ 7 7ントロポ＇／ 7ィー
間）と Sophia（智恵）とを組み合わせたAnthroposophieという語を当てるのがふさわしい，
と彼は考えたのである。
彼は，活動の本拠地を初め ミュンへンと したが，後にスイスのドルナッハに彼の尊崇するゲ
ーテの名にちなんだゲーテアヌム（Goetheanum）という精神科学自由大学を建てた。第一世
界大戦中及び戦後のヨーロッパにおける政治・経済・ 社会 ・宗教 ・芸術などの多方面の問題を
その立場から解明し，数多くの講演や著述を通して広くこれを普及させた。
以上の経歴からも明らかなように，シュタイナーの
教育分野での仕事は，彼の活動のごく 一分野にすぎな
かった。理論的には，前述のいわゆる人智学的教育学
を唱えたのであるが，教育的な分野に向かおうとする
動きは比較的晩年になってからである。教育理念であ
る『精神科学の立場からみた子供の教育Jを著わした
のは46歳の時であり， 実践の場として 「自由ヴァルド
ルフ学校」を創立したのは58歳の時である。しかも，
この学校でのシュタイ ナーは，も ちろん精神的支柱で
はあったが，校長でもなければ経営者でもなく，自分
の活動の本拠をドルナッハに置いて，定期的に助言や
写真3 ルドルフ ・シュタイ ナー
＊ 「人智学Jを一言で述べることは極めて困難であるが，あえていえば，次のように要約すること
ができょう。すなわち， 神智学が認識の中心に神をおくのに対して，人智学は認識の中心に人聞を置
すカルト
き，一面では科学的知識を採用しているが，主と して神秘術に基づいて真理をきわめ，救いを求めよ
うとする。つまり，あらゆる人聞のう ちにある不思5義な認i哉能力が呼びさまされ，副｜車東されると，一
種の透視力が得られ，それによって超感覚的（精神的）世界を認識することができるようになり， 自
我を高揚 .i争化することができ るようになる，と説く。
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指導をするために来校するにすぎなかった。したがって，彼の教育思想 ・活動を云々する場合，
生活のすべてが教育活動である専門の教育者とは同じレベルで論ずることはできないのである。
超人的な行動力で仕事を成し続けた彼も， 1924年9月，病床に臥すことになる。未完の彫刻
作品『人類の典型』の傍らに置かれたアト リエのベットで『自叙伝』を書き続けたあと，多数
の人々 に愛惜されながら，1925年3月30日， 64歳でこの世を去った。
N 自由ヴ‘ァルドルフ学校の建物 ・施設
1.不均等を基調とする建物
その近くまで行けば， ヴァルドルフ学校をさがし当てるのはそれほど難しくなしミ。近代ヨー
ロッパの合理精神を象徴するかのような堅固な四角い建物が立ち並ぶ中を進んでいくと，一見
奇異な印象を受ける建物がすぐ目に入ってくるからである。
学校に限らず，幼稚園・病院・劇場 ・民家などもそうであるが， シュタイナー思想を具現し
た建物は，輪郭が統制のある四辺形ではなく，屋根に丸みや波形のうねりがあったり，窓が直
線的， 対称、的に連続していなかったりする。外観ばかりでなく，玄関も，廊下も，階段も， 部
かど
屋も，そしてドアも，電燈の笠さえも，違った形で角が切り落としてあったり，丸みをつけて
あったりしていて，直線的な，シンプルな，画一的なデザインを避けようとする感じがある。
普通の建物では， 90。の角度や四角や丸の形を基調にして，シンプルに，すっき りしたものにす
るという考慮がなされるが，この学校では，形というものを「機能的でないように，理性的で
ないように，自由に発展していくように」配慮しているという。
建物全体を鳥敵的に見ると，決しで四角形の組み合わせではなく，八角形や扇形，あるいは
腕を大きく広げたような形になってわり， 「子どもたちを，お客様を，喜んで迎え入れる姿勢
をとるような構造に設計されている」のだそうである。
話が少し横道にそれるが，この少々風変わりな建物がいくつも点在していて，われわれに一
つの驚きを与えたのは前述のドルナッハという町である。見晴らしのよい丘に，シュタイナー
自身が設計したゲーテアヌムを中心に 自然とよく調和した家並みがパノラマを見るように浮
かび上がり，何かを語りかけてくるように思えるのである。
自然の素朴さ ・温かさ を大切にするのも，ヴァルドルフ学校の特色である。玄関ホールに自
然の材木そのままといったベンチが置いであったり，天井に用いる木材にカンナをかけないで
生地のままにしている（音の反響を弱くするため）という所もあった。
建物の特徴を述べるにあたって，校舎の内外の壁の色彩についてもふれておかなければなら
なしミ。ピンク色やク リーム色の外壁。教室によって色の異なる内壁。つい，何か意味があるの
か，と質問してみたくなる。答えは，大いに意味があるということであった。
例えば， 学年によって教室の壁の色が異なる点についていえば，これは 「シュタイナーが説
いた理論と一致するもので，子どもの発達段階にはそれぞれ色がある」のだという。すなわち，
l年生には暖かい赤（何かを守ってくれるような赤），それからオレンジ，黄色， ……となって
78 白佐・加藤 ・北村：シュタイナー教育を訪ねで
写真4 ミュンヘンのル ドルフ ・シュタイナー学校
下、守h
；、て ‘
写真5 パーゼルのル ドルフ ・シュタイナー学校
写真6 高学年の学級のある廊下の一部
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いって，最終段階の学年では青の色が適しているという。教室の壁に色をつける目的は，生徒
の美意識にうったえようとするのではなく，生徒の精神に何かをうったえようとする。したが
って，均一な色調は不適当であり，濃淡のある織物のような印象を与えるものがいい。そのた
めに，地壁の白の上に，赤なら薄い赤を何回も何回もぬり重ねていく作業をおこなう。その結
果，統一はとれていないが，生徒の精神に訴え何かを引き出す昧わい深い色合いができあがる
のだそうである。
2.豊富な施設・設備・教材
ヴァルドルフ学校では，後に述べる教育内容から明らかなように，生活体験学習が重視され，
芸術（情操）教育や感覚リズム教育が強調されるので，これらのための施設・設備・教材が豊
富に用意されている。
例えば，食物の生産・加工過程の体験雫習のために，農園やパン焼き小屋がある。有機農法
による土地づくりから，小麦の蒔きつけ・収穫・製粉，その小麦粉を材料にしてのパン焼き，
そして最後の試食までの過程をすべて体験するようにプログラムされている。
木材・粘土・繊維（羊毛・木綿）・鉄板など，なるべく素材に近い材料を用いての生活品・工
芸作品の制作のための各種作業教室がある。織物を例にとれば，羊毛から糸を紡ぎ，染色し，
それを用いて機を織って作品を作る全過程の体験をするようになっている。
劇場のようなホールもだいたいの学校にある。ここで，月例祭・学校祭・音楽演奏会・卒業
＊＊ 
芝居・卒業制作などの発表・公演がおこなわれる。
自然の素朴さ・温かさを大切にす点から，校具・遊具などには，プラスチックやスチール製
品はなるべく避けるようにし，自然の材料を用いた，しかも生徒自身や教師・父母による手造
りによる製品を愛用するようにしている。
v 自由ヴ‘ァルドルフ学校の運営・経営
1.対等な話し合いを基本とする経営
ヴァルドルフ学校は， 1校l校が自治・自律の精神で運営されている。自由ヴァルドルフ学
校連盟という組織があるが，これは，個々の学校にとって荷の重い様々な課題（教師養成・対
外活動・研究など）を，共同体共通のものとして果たしていくための中央機関である。
この学校の自治・自律の精神による運営は，創立時からなされていた。シュタイナーは，前
述のように，ヴァルドルフ学校の創立者ではあったが，校長でも理事者でもなかった。 教師た
ちとの関係も，師と仰がれていたが，身分上の格差はなかった。教師相互の関係も，同様に身
分上の格差はなく，皆で力を合わせてシュタイナーの構想した教育理念の実現に努力していた。
この伝統は今日まで受け継がれ，財政運営の母体である財政委員会と，教師によって帝fil.哉され
ている教員会議とは全く独立していて，干渉し合うことはない。
＊ 毎月おこなわれる学芸会のような授業内容の発表の場。
＊＊ 8年生と12年生の終わりに，長期聞かけて準備し公演する本格的な演劇発表の場。
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また，この学校には，普通の学校にみられるような校長 ・教頭・主任といった身分をもっ教
師はだれもいない。 つまり， 管理職がないのである。対外的に代表者が必要な場合は，当番の教
師が回り持ちでこれに当たる。 教務・人事・会計といった職務上の責任も当番制で，これらの
仕事は「身分」にはならない。
自律的経営の主体となる教員会議には教師全員が参加して， 毎週1国学校運営の全体につい
て話し合う。必要に応じて運営委員会を作るが，メ ンバーは交替する。専門家としての経験と
能力において優れている数名の熟練教師が精神的中核となって，学校運営の責任を負い，若い
教師たちに助言や指導を与える。教員会議には必ず、学校医が入っているが，学校医は教師とし
て1科目を担当しながら全生徒の肉体的，精神的発達を専門家としての立場から観察し，教師
たちの個別の相談にも応じるのである。
以上のように，自律性を重んじ対等な立場に立って，学校間・教師聞のコ ミュニケーション
がはかられるが，父母との話し合いも重視して運営される。 「両親のタベ（Eltern Abend）」
と呼ばれる父母会が月1回以上聞かれる。夜8時ごろから2時間程度の会合がもたれる。これ
には，夫婦で出席する家庭が多い。この学校の父母会の特色は， クラス全員で教育内容などの
共通の問題を話し合う点にあり，公立学校の父母会が個別面接でもっぱら学業成績のこと を話
題にするのとは対照的である。ほかにも父母との関係を密にする場は多く設けられている。
2.面接による入学者の選抜
ヴァルドルフ学校は，かつて「パカが行く学校Jとか， 「勉強をしない音楽学校」といった
評判を立てられたこともあったそ うであるが， 今日ではむしろ 「エリート学校」視される評価
を受けているよ うで，入学希望者は受け入れ予定の2倍を超える状況にあるという。l学年2・
学級， l学級35～40名というのがこの学校の標準的編成であるが，ここで，この学校の入学者
選抜についてふれておきたい。
多くの希望者の中から入学者を決定する方法は，面接である。 つま り，能力の高い者を集め
よう とする試験も，全員平等に選ばれるチャンスを与える意味での抽選もおこなわれない。面
接のねらいは，もっぱら相互（親と学校）の教育観をつき合わせることにあり，学校側は， シ
ュタイナ一教育への親のかかわり方の度合いをみよう とする。これが唯一ともいえるポイント
であって，その他の要素（親の学歴 ・職業 ・人種 ・宗教 ・経済力など） は問題にされない。
親との面接では，この学校の具体的内容に，親として本当に納得できるかどう か，そして，
このユニークな教育の背景を学び知る姿勢になれるかという点について，十分な話し合いがも
たれる。点数主義 ・知育中心の思想、を捨てるというのは，親として現実になかなか困難であっ
て，ムード的にとびついて入学しでも，そういう学校観が意識の底に残っていると，結局後が
続かなくなるからである。
子どもの面接では， 2名の教師とl名の小児科医が，子どもを自由に遊ばせたり，絵をかか
せたりして観察をおこない， 6歳程度の発達段階に達しているかどうかを見る。
実際には，ヴアルドルフ幼稚園からの入学者が多い （12年間の一貫教育を更に広げる意味で，
81 
幼稚園を併設している学校が増加している）。
念のため一言付け加えておきたし＝。私立の学校というと，きっと納入金が高いであろうから，
結局裕福な家庭の子どもしか入学できないと思われるであろうが，この学校では，次に述べる
ように，貧しい家庭の子どもは納入金を全然納めなくてもよいのである。したがって，入学面
接の際，経済力を間われることはないのである。
3.公的機関に財政的援助を求めない経営
ヴァルドルフ学校は，私立であり「自治 ・自律」を守り続ける学校であるので，国や地方自
治体に対して特に援助を求めることなく ，自らの収入（生徒の納入金，支持者からの寄付金）
で経営している。ただし，拘束の伴わない公的補助は受け入れている。
主な財源である生徒の月々の納入金（授業料）は，学校が一定額を決めて示すのではなく ，
両親の収入水準をもとに財政委員会と父母とが個別に話し合って決められる。すなわち，親が
可能な額を申告し，月々納めるという制度になっている。この申告は入学が決まった後でおこ
なわれる。生活保護家庭のような場合には，全然納めなくてもよしミ。入学後は，毎年事務的な
問い合わせが学校からきて，各家庭は次年度の納入額を変更するかどうかを届けるだけになっ
ている。納入金額は，学校では事務担当者以外はだれも知らなしミ。
こうした方法をとっているのは，シュタイナー教育の重要な柱の一つに「経済的な理由でこ
の学校に入れないという子どもがいることは， それだけで自分たちの理念に反するJという考
えがあるからである。これはまた，子どもが卒業した後も機会あるごとに寄付する気持ちを親
に起こさせることにもなり，シュタイ ナー教育が一つの社会運動となる基盤にもなっている。
関連して，教師の給与についてふれておきたい。ヴァルドルフ学校の教師の給与は，個人的
な事情（家族数とか，子どもの教育費とか）によって決められ，学歴や年齢や経験年数などに
よる格差は存在しない。すなわち，全員が平等なのである。その水準は，例えば， ミュンヘン
の学校の場合，西ドイツの公立学校の教師に比べると， 3分の 2程度に当たるという。ヴァル
ドルフ学校の教師であることに誇りと喜びを感じている人にと って，給与の額は問題ではない
ようだ。
4.重視される教師養成
「教育問題は教師問題である」といわれる。 いく ら理念や制度や施設 ・設備がよく ても，そ
れを正しく運用していく力量も技術もない教師集団では，真の教育が成り立たないからである。
シュタイナーも，最初のヴァルドルフ学校開設にあたって，教師の資質を第ーの条件と してあ
げている。彼は，当時の教師採用試験を批判して「今日の教師に対する試験は，多少の知恵が
ありさ えすれば，その時たと え知らなくても後で辞書か参考書で調べればわかるようなことを
知っているかどうかを試しているにすぎないjと述べ，教師の資格と して間われなければなら
ないのは「児童 ・生徒と好ま しい関係を生む能力があるかどうかであり，彼らの魂と全存在の
中へ全身全霊で入っていけるかどう かを第一に問うべきである」と強調した。
シュタイナー教育では，この教師の資質を特に重視して，独自の教師養成の方法をとってい
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る。ヴァルドルフ学校の教師になろう と志す者は，正規の国家試験による免許取得後に， 1～ 
3年間のヴァルドルフ教師養成機関（ここの教授は，全員ヴァルドルフ学校のベテラン教師で
ある）で教育を受けなければならないのである （教師養成の方法は，われわれにと っても関心
の深いところであり，シュツットガルトでは日本人留学生からも話を聞くことができたのである
が，詳細は別の機会に述べることと し，ここでは省略する）。また，新しく 採用された教師は，
本当にこの学校の教師となる適性をもっているかどうかを自分で確認するために，最低1年間
見習教師として過ごし，その聞に熟練教師の指導を個人的な形で受けることができるよう にな
っている。 前述の教員会議は，教師の研鎮の場として機能するよう にも運営されている。
百 自由ヴ‘ァルドルフ学校の教育方法
1 . 8年持ち上がりの学紐担任
この学校独得な制度の一つに， 1年入学時から 8年生の終わりまで，同じ学級担任が同じク
ラスを持ち上がるという システムがある。この制度は，人間の成長をおおよそ7年ごとの段階
にまとめて考えるシュタイナーの人間観に基づくものであり，子どもの刻々と変化する成長を
有機的な発展の相としてとらえ，これに正しく対応し，その成長を援助していこうとするもの
である。つまり，成長の第二の時期を一つのものとしで，全体を見通しながら教育していく の
である。いわば，運命共同体をっくり上げることになる。
ここには，教育を担任教師の責任においてj己こな うという意味がある。この制度は，教師に，
教育という仕事の重みを実感として受けとめさせ，自分の欠点や弱点の克服を内面から促し，
さらに，子どもの成長に随伴していくことによってのみ開かれる人間を見る目を次第に深めさ
せようとする。自分に託された子どもの諸能力を可能な限り聞いてやらなければならないという
課題は，教師の実践活動のすべてを 「真の入閣の生を追求する営みjにしてしま うのであろう。
このように，子どもの成長に奉仕することによって人間認識を深めて，教師もまた成長してい
くことができ るのである。
少し具体的に述べると， 学級担任は，すでに入学を決める話し合いの段階から立会っていて，
子どもたちと知り合いになる。そして彼は 1年生から 8年生まで継続して指導するのである
杭 毎日， 8時10分から9時50分まで基本授業 （Hauptunterrict）をそのクラスでおこなう。この授
業では，いわゆる主要教科（日本でいう国語 ・算数 ・社会・理科に相当する内容）が教科書な
しで，後に述べる「周期集中方式jによっておこなわれる。
8年持ち上がり制は，父母会や家庭訪問によって，子どもたちの家庭と緊密な共同作業を作
り出していくことなどにおいても有効である。
8年間の基礎的な学習が終わると，学級編成はそのままで， 担任だけが替わり， 専科制とな
る。 この後期4年間の担任は，相談役とでもいうべきもので，以前の担任とは質的に異なる。
2.周期集中方式の授業（エポック授業）
前に述べた，担任教師が基本授業を教科書を使わずに教えるということは，この学校の特色
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の一つである周期集中授業方式をとることによって可能となる。周期集中方式の授業 （エポッ
ク授業， Eopchenunterricht）というのは，主要教科の 1科目だけに集中して毎日 8時10分か
ら9時50分まで学習し，これを 3～5週間続け，一つのまとまりがついた段階でこの教科は一
時休み，別の教科を同ピように数週間続けるという方法である。生徒の学習経験に一貫性と連
続性をもたせ，授業の能率を上げようとするものであるが， 「こま ぎれを排して全体を大きな
一つの単位に」という考えが根底にある。
一般の学校の45分単位の授業は，この授業時間内に一つの点をはっきり学習することができ
るという長所をもっているが，学習するテーマの固まぐるしい交替によって注意散漫になった
り，表面的学習になりやすい欠点をもっている。この学校の基本授業は100分通しであるから，
教材の中に没頭することが可能で、あり，これが徹底的に対象に向かう態度を育て，長時間の集
中を生徒たちに可能にする。数週間， 一つのテーマをめぐって授業がおこなわれることは，集
中力を持続させ，これを次第に盛り上げていくという緩やかで大きな傾斜をたどることになる
ので，生徒たちに内発的な輿昧を白然に呼び起こさせることになる。
この方法に対して，だれもが次の問題点を指摘するであろう。それは， 次にその教科の授業
が回ってくるのは数か月後になるはずであるから，それまでに生徒はいま覚えたこと をきっと
忘れてしまうであろう，ということである。この指摘に対して，シュタイナーは「それでいい」
と断言している。むしろ，数週間の間，集中力をそそいできたことには，十分な休止期間が必
要なのだという。休止期間は学んだことを内面的に消化する期間であって，たと え表面的には
学習内容を忘れてしまっているように見えても，同じ教科にもどってきた時には，ちょっと復
習することにより容易に思い出されるし，前に理解できなかったことがわかるようにもなって
いるという。この場合，別の教科の学習は生徒の総合的な力となって理解力を助けていること
も見逃せない事実であって，一つの教科の学習は独立して存在するものではな く，すべての教
科が相互に関連し合って一人の人聞をっくり上げていくのだということになろう。
3.教科書なしの合科学習
シュタイナ一教育には「なんでもこまぎれにすると生命が流れない」とする考えが根本にあ
る。したがって，基本授業に，算数のエポック，国語のエポックというテーマは与えられでも，
はっき りとした枠をもった教科にはなっていない。つまり， 算数のエポッ クであっても，絵を
かいたり，歌をうたったり， ：［：，＇話を聞いたり， からだを動かしたり して，その色彩やリズムや
動きの中から九々の感覚やピタゴラスの図形を発生させていく のである。
教科の区別を表面に出すことをなるべく避け， 子どもの生活に身近なテーマを選び， これに
さまざまな教材を結びつけて教えるいわゆる合科教育は， 今日，西ドイツの公立学校でも初等
教育の低学年では一般的であるが，やはり今世紀初めの新教育運動の流れに乗って生まれたも
のである。理論的には，自然や人生は統一的，調和的全体をなすものであるとする世界観的な
根拠と，子どもの心理や生活は未分化で融合なものであるとする心理的な根拠とがある。
この学校のカリキュラムについての考え方は，公立の学校とは違っている。 例えば， 歴史の
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場合，歴史の教材項目を並列的に網羅して，これを学年別に割り振る， とい うような方法はと
らない。教師は，いつも子どもの側の心身の状態を見とどけて，それに合わせで，今はどうい
う教材が必然性をも ちうるか， と考える。だからこの学校では，いわゆる教科書を用いないし，
教案も，担任の教師がクラスの実情と最終の到達度を考慮しながら自分で作る。授業の1回l
回がすべて担任の手づくりである。 このような方法は 「教育は創造的営みでなけれだならない」
というシュタ イナーの考えに基づいている。
本
子どもたちは，エポック ・ノートと呼ばれる大判のノ トーに， 絵や図や文章をかき入れる。
それが結果的には，各自の手づくりの教科書になるように，授業が進められる。 「市販の教科
書では，すでにできあがった知識が整理されていて，これを受け取るだけでは，その知識が生
徒の活力とな ることはない。知識は，生徒が学ぶプロセスの中からわきあがってくるべきだ」
と考えられており，自ら学ぶとい う能動性を育てるために，ノートづくりの授業がl年生から
12年生まで徹底しておこなわれる。
4.豊富でユニークな授業内容
すでに述べたよ うに，ヴァルドルフ学校では，知育中心の教育は否定され， 「頭と心と手足
のつながった人間」を育てる教育がおこなわれている。つま り，「本で読んだり， 他人から聞い
たりして頭に入れた知識を自分の手と足で確認すること，逆に，自分の手と足で触れた外界の
事象を『これは何か？』 との意識でもって，頭に送りこむこと」が重視される。では，この学
校のカリキュラムが具体的にどうなっているか，少し詳し くみてみよう。
学年の考え方は，①1・2年生はからだの成長の段階として，おもに絵と リズム感覚に関心
をもっ時期である，②3・4年生になると，だんだんと理性が芽生えてくる，③5・6年にな
ると，いよいよ見る目が広がってきて，自然現象や世界情勢が理解できるよう になる，④ 7・
8年生では， 本格的に塑性に向かう時期である，一…・ととらえられている。
毎日， 午前8時10分から 9時50分までわこなわれる基本授業（エポyク授業）は， おおよそ
次のような内容配分で進められてしミく 。
＊＊ 
l年生の導入はフオルメン（Formen）という線や形の素描で始まり， 1・2年生の聞は，リ
コーダーを吹いたり，む芝居をしたりしながら，国語と算数がおこなわれる。3年生では，
これに生活科（家づくり，畑づくり，商店の仕事などの体験学習）が加わる。 4年生では，生
活科が理科と社会に分かれ， 5年生では，さらに生物・地理 ・歴史となる。6年生では，新し
く幾何が始まり，7年生では，理科系が生物・物理 ・化学に分かれる。 8年生からは美学が加
* A4判とA4判よりやや大きいものとがあり，やや厚手の上質紙が8～16枚綴られ，ページと
ペ ジーの聞に薄い紙がとじ込まれ，クレヨンの色などがEいにくっつかないようになっている。白紙
のものも線をヲlいであるものもある。ヴァルドルフ学校の特注品で，普通の文房具店で、は売っていない。
＊牢 ドイツ語で 「形」という意味（Formの複数形）。形に対する感覚を育てることが基本的に重要
だと考えられ， 独立した授業時間をとっていないが，いろいろな教科の授業の中に少しずっとり入れ
られ， 5年生あたりまで続く。幾何・ 生物などの土台となる。精神力の集中， 指先の訓練（脳の発達
の促進）という目的もある。
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(11・12年生における生物の授業において，多くの生徒たちは，動・植物の姿に注意を向けるように
なる。このノー トには，軟体動物の観察結果が色鮮かに描かれている。 外面的な姿ばかりでなく，内
面的な姿にも注目 している）
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一． ． 
学年
1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10 
11 
12 
(13) 
白佐・ 加藤 ・北村． シュタイ ナー教育 を訪ねて
表 1 ヴァルドルフ学校のカリ キュラム例 （一部分の教科目について単純化して掲載）
フォルメン素描ー→幾何学 オイリュ ト ミー 手 f士 事 彫刻 ・工芸 品会 画
数学 ・1也E里・植物学 ・人間 見える言葉， 見える歌 編み物 水彩絵具による 3
学 ・天文学 ・美術・ 美術史 として，12年生まで続 原色の単純寺色彩
の基礎的学習と しておこな けられる。 調和 （色彩の中に
われる。 簡単なリズム運動や棒 霊 ｛精神｝の力を
直線と曲線の勉強 （生きた 練習。 把握する 6年生ま
形態のとらえ方を実習）。 で色の学習は続くL
オイリュトミーで無期限（8の字）を一緒に作りな 鈎棒編み 色の学習。
がら歩かせる。輸を美しく意識させ，次第に複雑な モチフ（童話・
ものにしていく。 （自然界の対称を意識させC，線 神話・物語・四季）
で素描きさせる）
フォルメ ン素描が角 ・楕円 母音と子音によって， 自分や他人の衣服の帝I]
－曲線なとの形で生活の中 次のようなテーマでお 作 （シャツ・ワ ンピー
に生かされていることに気 こなわせる。 ス・ズボン）。ミンンで
っかせる。 友人， 縫えるようにする。
愛，
定規とコンパスによって幾 山， 毛糸 ・粘土・竹 ・木などによっ 色は 3原色のみを
何学図形を作り，生活の中 光， て，オモチャの製作をわこなわ 使用。 色価を重視
で楽しむ。 海， せる。 （芸術的創造性を呼び起 した絵画製作。
鳥，など こす） モチーフは次のと
おりである。
鉱物，植物，
図形と関連づけて，幾何学 オイリ ュトミーの中で 彫刻の登場 光・ 天候，
の授業がおこなわれる。 動く幾何学を表現させ （手仕事から 地・水火，
る。 芸術創造に移 風
行したもの）
思春期の恥じらいで， 男子は，皮細工 ・かζ細工など 色彩は使用させな
魂の内容を表現するの の工芸品の製作のほかに，機械 い。絵画は白黒の
に最も基盤しい時期。 イ乍業をおこなわせる。 明日昔描写となる。
抽象的証明問題による幾何 形態の追究
学が始まる。
数学への関心が高まる。車重 叙情詩戯曲 ・音楽寺
々の曲線（放物線双曲線 どを学校の舞台で上演
なと）に習熟させる。 させる（親たちの前で
集団で上演する場合も
平面幾何学 ある）。 多層技法による色
彩の世界にもどる
( 3原色）。
投影幾何学 銀製ボール，金属器の 色彩と形による純粋な絵画
製作，金属高田工 製作がはじめておこなわれ
る (12年生まで続く）。
モチーフ （静物 ・人物）
機械の機能をもったオモチャの モチーフ （人間の
制作。 顔）
アピトウーア コース（大学進学のための国家試験準備）
写真8
粘土による
造形制作
写真9
手芸 ・工作
（手仕事）
写真10
オイリ ュト
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わる……というように，エポックの種類が増え，内容が深まっていく。また， 9年生から12年
生までの上級学年では，毎年約半月間の校外での社会実習（森林業・農業・社会福祉・工業な
どの実地学習）がある。実際のエポック・テーマは，園芸・健康・天文・栄養・動物・植物・
鉱物・文学・神話・ 美術史 ・郷土誌……というように，具体的に設定される。
基本授業のあと， 20分間の大休憩をはさんで， 45分単位の専門授業（Fachunt巴rricht）が4
時間予定されている（各時間の聞には 5分間の小休憩がある。 1週間の時間割が決ま っており，
時間数は低学年ほど少なくなっている）。
大休憩のあと，時間割の中に規則的に配分されている教科目は，まず，規則正しい練習を必
要とする外国語である。西ドイツにある学校の場合， 1年生から母国語であるドイツ語のほか
に，英語とフランス語（またはロシア語）を学ぶ。遊び・歌・絵から始まり，聞きとり，会話
と進められていくが，読み・書きは 4年生になって初めて教えられる。
学習時聞が適当に分散され，毎週 1' 2度ずつ繰り返えすことが有益とされる教科目も，専
＊ 
門授業の時間割の中に定められている。それは，オイリュトミー（ Eurhythmie ），体育，手芸
・工作 （手仕事），絵画， 音楽，宗教などである（ただし，音楽・絵画などは， 1・2年では，
あらゆる場面で適宜取り入れられるので，独立した教科目にはなっていない）。
以上の専門授業は，それぞれ専門教科の教 写真1 フルートの個人レッスン
師が指導に当たる。また，この学校では全員
が本格的に何か楽器を習うことになっている
ので，放課後，希望者には，楽器の個人レッ
スンカf受けられるようになっている。
5.点数化されない学習結果の評価
ヴァルドルフ学校の特徴のーっとして，テ
スト（試験）がない，ということがあげられ
る。とはいえ，全然ないのではなく，高学年
の生徒に対しては，必要最小限の知識を確認
するための小テストを便宜的におこなうこと
はある。つまり，授業を進めていく手がかりとしてテストを利用することはあるが，成績をつ
けるためのテストはない，ということで、ある。
教師が学習結果をどのようにして確認していくかというと，時々，区切のいいところで生徒
にノートを提出させ，それを点検する形でおこなわれる。もちろん，テストの代わりにそれを
点検して点数をつけようというのではない。 生徒が書いたことの事実的な誤りを訂正するため
と，最後に全体的な所見を書き込むためにおこなうのである。
＊ ギリシア語で「美しいリズムJという意味。ある一つの美しい動きには規則があるが，それに
従ってからだを一つの楽器として動かす （見えない世界を目に見えるようにする意識化の）芸術。体
操でも，ダンスでもない。シュタイナー教育で重視される独得な教科目である。
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周知のように，テストは覚えたかどうかを試すもので，その結果は得点という数字で表わさ
れる。与えられた教科書の中身をそのまま覚え込んで，そのまま紙にはき出すことにあり，明
らかに統一的な正解が要求される。一方，ノートはもともとまったく の白紙であって，教科書
を与え られない生徒は，ここに自分の手で自分の教科書を作るのである。それは，覚えたかど
うかではなく，どう学んだかのプロセスである。教師は，これを試すのではなく，確認し， 言
葉によって（点数ではな く）結果の判断を超えた今後のための指針を与えようとする。ノー ト
の出来上がりは，ーっとして同じもののないオ リジナルなものなのである。すなわち，テス ト
が画一 ・受動・模倣を特徴としているのに対して，ノートは個性・能動 ・創造を特徴とするも
のであるといえよう。
テストがないということは，点数による評価がなされないということであり，落第制度もな
いということである（西ドイ ツの公教育では，テストのたびに6段階の点数評価がなされ，学
年末にはかなりの数の落第者や飛び級者がでる）。通知表（通信簿）もないかというと，そうで
はない。 普通の学校のように， 学年末には，生徒たちは担任教師から通知表をもらい，家に持
って帰り親に見せるようになっている。
通知表の様式は学校によって若干違うようであるが，パーセル市の学校でいただいたものは，
クリーム色の厚手の用紙を用いたA4判の三つ折り形式の一枚紙である。表紙と裏表紙に， 氏
名 ・学年 ・学級 ・生年月 日・ 日付・ 学級担任名などの記入欄があるが，4ページある記録ペー
ジはまったくの白紙である（履修教科目名とか出欠席表とか身体記録表とかいった記入枠はま
ったくない）。
ただの白紙からなる記録ページは，基本授業については担任教師によって，専門授業につい
ては各担当教師によって，手書きの文章でうめられる。生徒の性格描写と学業評価について，
否定的， 宣告的な表現を避け，愛情をもって，しかも事実に即した内容で記述される。教師が
毎回大変な苦労をして書き上げるこの通知表の中には，生徒の姿が生き生きと描写されている。
基本授業の文章の最後には，担任教師自作の詩（一人一人に対して違った詩）が書かれる。そ
の詩は生徒への教師の声援と願いである。生徒は，次の学年，毎朝交代でこの詩をクラスの皆
の前でとなえることになっている（それは，一方では自分の気質を解放し，同時に欠点を克服
していけるように，言葉と リズムによる治癒力を意図してなされる）。
四おわりに
以上，シュタイナー教育について見聞した概要を報告したが，終わりにあたって，次の点を
ことわっておかなけれl工ならない。
① このレポート作成にあたっては，現地で得られた資料・ 録音 ・写真 ・ビデオなどの検討
によって，なるべく客観性 ・具体性のあるものにすべく努力したが，不明な点が多く，すでに
出版されている著書 ・訳書によって補った部分も少なくなしミ。一部の写真も文献から転載した。
参考 ・引用文献名を末尾にあげて，関係各位の了承を得たい。
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② シュタイナーの人間観については，ま
ったくといっていいほど述べていない。その
写真12 ウィーンのル ドルフ ・シュタイナー
学校で
理由は，難解でわれわれの理解が不十分であ
ること，これについてふれるだけの紙面の余
裕がないことにある。しかし，シュタイナー
の人間観の理解は，実はこれまで述べてきた
建物や授業方法の現象面よりもはるかに重要
な点なのである。末尾の文献を参照願いたい。
③視察したシュタイナー教育施設で，幼
稚園・ 障害児学校 ・教師養成所についても， ・圃・・・・E ,_ •..＆.；.圃
十分紹介できなかった。また，シュツッ トガ （左から加藤，E.Jordi先生，白佐。撮影：北村）
ルト郊外にある人智的医学の実践の場であるフィルダー病院（ Filderklinik ）についても，ま
ったく ふれることができなかった。一層の学習を深めて，機会があれば， これら（②を含めて）
についても報告したい。
最後に，この視察旅行に御理解・御援助下さった本学関係の皆さんに， また，資料提供と助
言をいただいた国内のシュタイナー教育関係の皆さん，現地でお世話になったヴァルドルフ学
校関係の皆さん，日本私立小学校連合会のツアーの皆さん，留学生の松田仁さんに， 心から感
謝申し上げます。
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